
４月８日（木）に新任式が行われました。

３月末に６名の先生とお別れし寂しい思いを

していましたが、校長先生をはじめ７名の先

生方が赴任されました。新たなチームで甲佐

高校を盛り上げていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いします。 

新任式に引き続き、始業式が行われました。

始業式では、校長先生から「どのような気持ち

で本日を迎えましたか？新たな年度に向けて前

を向いていることと思います。新しくなること

は希望につながります。夢 

を叶えるためには目標が必 

要です。小さな目標を立て 

て、一つひとつ達成してい 

ってください。」と式辞が 

述べられました。
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４月８日（木）の午後、入学式が行われ、３１名の新 

入生が本校に入学しました。校長先生は、式辞の中で、 

心に留めておいてほしい３つのこととして、「夢をもっ 

てほしい」「自ら学ぶ姿勢と行動力を身につけてほしい」「困ったことや悩み 

があったら相談してほしい」ということを述べられました。新入生は緊張し 

た面持ちではありましたが、しっかりと前を向いて話を聞いていました。新 

入生代表宣誓では、代表の須藤日乃華さんが、「私たちは多くの人に支られ 

て、高校入学を迎えることができました。一人ひとりが夢実現のため、日々 

努力したいと思います。」と宣誓しました。

「縁を大切に！ ～誠意をもって丁寧に～」 
                                 校長  堀川 丞美 

この度、甲佐高等学校長を拝命しました堀川と申します。百年の歴史を踏まえ、地

域と連携して真摯に取り組んで参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、４月８日に始業式、入学式を終えました。式辞を述べている私にまっすぐ視線を向けて聞

いている様子に感心しました。当たり前のことですが、挨拶など当たり前のことが普通にできるこ

とがとても大切だと思っています。これも、小中学校や地域の皆様のご指導・ご支援のお陰と感謝

致します。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、学校行事が中止または延期になりました。

そのような中でもアイデアを出し合って工夫し、コロナ禍でも思い出に残る取組ができたと聞い

ております。現在も感染防止のため制限はありますが、「夢実現～百見は一験に如かず～」をスロ

ーガンに、できることを大切にしながら取り組んで参ります。延期していた創立百周年記念式典も

対策を講じながら、１０月２９日（金）に開催する予定です。１０１年目も、“縁”を大切にしな

がら、誠意をもって丁寧に取り組んで参ります。今後とも、本校の教育活動にご支援・ご鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。 
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４月１２日（月）に新入生と在校生の対面

式が、松橋西支援学校上益城分教室のみなさ

んと一緒に体育館で行われました。学校紹介

のＤＶＤを見た後、各 

科・コースの紹介、新 

入生からの挨拶、上益 

城分教室のみなさんか 

らの学校紹介などが行 

われました。

４月１３日（火）から１泊２日で阿蘇

国立青少年交流の家で宿泊研修が行われました。

１日目は高校生活を送る心構えについて話を聞き

ました。２日目は、水基 

めぐりで阿蘇神社周辺を 

散策しました。行きの下 

りに比べ帰りの上りは大 

変でしたが、全員完歩す 

ることができました。

４月１６日（金）に結団式を行いました。 

昨年の体育大会は新型コロナウイルスの影響 

で中止になってしまいましたが、今年は５月 

８日（土）に開催する予定です。創立百周年 

の記念大会ということもあって、生徒・職員 

共にはりきって準備を進めているところです。学校近辺のみなさまには、いろいろとご迷惑をおか

けすることがあるかもしれませんが、どうぞよろしくお願いします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１２日（月）、対面式に引き続き部活動紹介が行わ 

れました。各部、ひとりでも多くの新入生を獲得すべく、 

工夫を凝らした紹介を行っていました。

バドミントン部 

テニス部 

ボランティア部 

陸上競技部 

 

放送部 
商業部 

美術部 

野球部 

クライミング部 

女子バレーボール部 

音楽部 

＜赤団＞   結団式の様子  ＜青団＞ 

カルチャー倶楽部 


